
１ 

 

 

平成 28年熊本地震への対応 

 

１ 平成 28 年熊本地震における支援チーム(第４陣)の派遣 

益城町に対し、支援チーム第４陣を派遣する。 

 (1) 派遣期間 

   5 月 11 日(水)～5 月 18 日(水) 

 

(2) 派遣の体制 

○ 避難中の要介護者、在宅高齢者等への対応を進めるため、「保健・医療・福祉専

門員」として京都府から保健師等６名を追加派遣する。 

○ 益城町において応急仮設住宅の建設が始まったことから、「仮設住宅支援」とし

て西宮市職員２名を派遣し、入居者募集、入居手続等に関する助言を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 教育支援員については休止中。（現在は、兵庫県教育委員会に支援窓口を設置。） 

 

（参考： 過去の派遣状況) 

区 分 派 遣 日 内 容 

第１陣 4/20(水)～4/27(水) ・東日本大震災における、南三陸町支援チームと同等の

チームを派遣。 

・現場の状況・支援方針等を確認のため、経験者を中心

に兵庫県職員を派遣(21 名)。 

第２陣 4/27(水)～5/04(水) ・支援方針を確認し、関西広域連合の支援チームとして

分野別に各構成団体で担当を定め派遣。 

・新たに「仮設住宅支援班」を設置。 

第３陣 5/04(水)～5/11(水) ・長引く避難所生活に対する食事面での健康対策を強化

するため、「保健師」チームを「保健師・栄養士」チー

ムに改編。 

・教育支援員については、避難所となっていた学校全校

が再開見込みとなったことから派遣を休止（兵庫県教

育委員会に支援窓口を置き必要が生じた場合は再開）。 

年月日 平成 28 年５月９日 
作成部局 関西広域連合広域防災局 

兵庫県防災企画局・災害対策局 

統括【兵庫県：1 名】 人と防災未来センター【兵庫県：1 名】 

情報収集等連絡員（京都府・奈良県：2 名）【熊本県庁と兼務】 

ロジ担当（兵庫県 3名）【うち 2名熊本県庁と兼務】 

教育支援員 

※ 

ボランティア

統括コーディ

ネーター 

(滋賀県 2 名) 

避難所 

運営支援員 

 

(鳥取県 2 名) 

保健・医療・

福祉連絡員 

(徳島県2名) 

(京都府6名) 

保健師・ 

栄養士 

 

(兵庫県7名) 

ガレキ処理等

環境対策 

 

(和歌山県2名) 

仮設住宅 

支援 

 

(西宮市 2名) 
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２ 家屋被害認定士等の派遣 

(1) 家屋被害認定士 

  5 月中に家屋被害認定業務（対象棟数：16,500 棟）を終了させ、罹災証明業務を早

期に実施できるよう職員を派遣。 

  派遣者数：８名（川西 2 名、丹波 4 名、豊岡 2 名） ※ 関西広域全体で 25 名派遣 

   派遣期間：５月７日（土）～５月 13 日（金）  ※ 以降１週間単位で継続して派遣 

 
(2) 避難所運営支援職員の派遣 

    今なお 4,500 名を越える避難所生活を余儀なくされている避難者の避難所自主運営

に向けた支援を実施するため、職員を派遣。 

  派遣者数：６名（西脇 2 名、たつの 2名、西宮 2名）※ 関西広域全体で 45 名派遣  

   派遣期間：５月４日（水）～５月 11 日（水）  ※ １週間単位で継続して派遣 

 

３「熊本地震復興サポート事業」の創設について 

熊本地震被災地における NPO、ボランティア団体等による復興支援の取組をサポート

するため、「熊本地震復興サポート事業」を創設する。 

 
(1) 支援対象団体 

  阪神・淡路大震災その他の自然災害での支援活動の経験がある団体、または、同等

の支援活動を行うことができると認められる団体 

  ※ただし、兵庫県内に主な活動拠点がある団体に限る 

 
(2) 事業実施地域 

    熊本地震の被災地（熊本県内全域） 

 
(3) 支援限度額・回数  

１回につき 400 千円（同一年度内は２回まで） 

 
(4) 支援対象経費・補助率  

下表に定める経費の実費に補助率を乗じた額を助成する。 

支援対象経費のうち、活動費は、2 分の 1以上を被災地で支出するものとする。 

経 費 区 分 補助率 

旅費（被災地への往復及び被災地内での旅費、被災地での宿泊費） 10/10 以内 

活動費（通信運搬費、使用料・賃借料、消耗品購入費、印刷製本費 等） 1/2 以内 

 
(5) 申請受付 
    受付開始：平成 28 年 5 月 9 日(月) ※ 随時受付 

※ 申請書等の情報 兵庫県のホームページ 

(http://web.pref.hyogo.lg.jp/kk41/kumamotosupport.html)に掲載 

 

４ その他 

(1) 被災者の受け入れ 

   県営住宅（一時避難所）の提供状況（５月９日現在） 

    ・問い合わせ件数：４１件（うち申請書送付１１件） 

    ・受け入れ件数 ：２件 

 ※ 参考 県下市町受入件数（５月９日現在） 神戸市営：４件 西宮市営：１件 
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（参考１） 

熊本地震支援派遣チーム名簿［第４陣］ 
 

１ 派遣期間 

  平成 28 年５月 11 日(水)～５月 18 日(水)［７泊８日］ 

[派遣先：益城町現地連絡所] 

２ 派遣者 

現 区 分 氏 名 所属・職名 備 考 

統 括(1 名) 中井 弘慈 
人と防災未来ｾﾝﾀｰ 

副ｾﾝﾀｰ長(運営担当) 
 

人と防災未来ｾﾝﾀｰ(1 名) 上野 哲治 人と防災未来ｾﾝﾀｰ 研究調査員  

情報収集等連絡員 

(2 名) 
京都府(1 名) 奈良県(1 名) 熊本県庁兼務 

ロジ担当(3 名) 西島 健治 防災企画課 副課長  

 小山 達也 能力開発課 公共訓練班長 東日本派遣経験者 

 安田 桂介 農業経営課 主査 東日本派遣経験者 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ総括ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

(2 名) 
滋賀県(2 名) 

 

避難所運営支援員 
鳥取県(2 名) 

 
(2 名) 

保健・医療福祉連絡員 
徳島県(2 名)、京都府(6 名) 

 
(8 名) 

保健師(4 名) 高田 晴美 
中播磨健康福祉事務所 

副所長兼地域保健課長 東日本派遣経験者 

5/9 派遣  
中野 惠子 

洲本健康福祉事務所 

所長補佐兼健康管理課長 

 
大西小百合 

加東健康福祉事務所 

地域保健課長 
5/9 派遣 

 
中谷 裕美 

龍野健康福祉事務所 

地域保健課長 
東日本派遣経験者 

5/9 派遣 
栄養士(1 名) 寺岡 典子 健康増進課 主査 

支援員(2 名) 大西  光 管財課 技師 
5/9 派遣 

 西田 和成 管財課 技師 

ｶﾞﾚｷ処理等環境対策 

(2 名) 
和歌山県(2 名) 

 

仮設住宅支援 

(2 名) 
西宮市(2 名)  

計 ３０ 名（うち本県 14 名、関西広域連合構成府県 16 名） 
 

上記の他、避難所運営業務を担う市町職員を派遣 

   派遣者数：６名（明石市、宍粟市、稲美町・播磨町） 

   派 遣 先：益城町総合体育館 
 
 ※この他、家屋被害認定士（市町職員）を派遣中 

   派遣者数：８名（川西市、丹波市、豊岡市） 

   派遣期間：５月７日（土）～５月 13 日（金） 

派 遣 先：益城町  
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（参考２） 

 １ 国・熊本県の主な動き 

区 分 内     容 

災害廃棄物対策 全壊・半壊家屋の解体・撤去について、災害等廃棄物処理事業費補助金の対

象とすることを決定（市町村による公費解体） 

義援金の配分 57億円（4/30現在）の義援金の第一次配分を決定。 

 ○人的被害（一人当たり） 

  ・死亡者：20万円 ・行方不明者：20万円 ・重傷者：２万円 

 ○住家被害（１世帯当たり） 

  ・全壊：20万円 ・半壊：10万円 

住宅対策 みなし仮設住宅の申込書配布を開始。 

益城町、西原村及び甲佐町において応急仮設住宅の第１期工事に着手。 

復興対策 熊本県が職員約40人の復興部を設置（６日）。 

「くまもと復旧・復興有識者会議」を設置（10日初会合） 

〔メンバー〕座長：五百旗頭真（熊本県立大学理事長） 

          御厨  貴（東大名誉教授） 

          河田 惠昭（関西大学社会安全研究センター長） 

          金本 良嗣（電力広域的運営推進機関理事長） 

          谷口 将紀（東大大学院法学政治学研究科教授） 

   

 ２ 益城町の主な動き 

区 分 内     容 

避難所運営 民間業者による配食サービスを開始（5/2～）。避難者による自主運営を働き

かけ。民間団体への運営委託を検討中。 

学校再開に向け教室の避難者を移転中。一時的に避難所数が増加する見込み。 

家屋被害認定 5月８日現在、40班体制で約４５百棟を実施。５月中の完了を目指して作業を

進める予定。 

罹災証明発行 5月1日より申請受付開始。熊本県が職員を派遣して支援中。 

仮設住宅建設 当面1,000戸の仮設住宅の建設を目指し候補地を検討中。160戸分については

建設開始。熊本県が建設、町が入居募集、維持管理等を行う予定。 

ガレキ処理 仮置き場を拡充（県有地を新たに確保）。家電を中心に搬出、順調に作業進行。 

被災家屋撤去への国の支援内容が決まったため、撤去計画作成を支援中。 

ボランティア ゴールデンウィーク中（4/29～5/8）に約5,000人のボランティアが集まり、

避難所の清掃・物資整理、個人宅の清掃、後片付けを中心に対応。 

役場機能回復 

 

５月２日より耐震性が確認された役場本館の一部に災害対策本部機能を移

転。（インフラ状況：電気、通信は回復。水道は未通。） 

他の役場機能は公民館やプレハブ庁舎（役場横に設置予定：発注済）で対応。 

学校再開 ５月９日より町内の全小中学校で再開。 

 

〔益城町の当面の課題〕 

・役場機能の早期回復 

・住家被害認定の実施体制の早期確立（罹災証明発行に向けた準備） 

・避難者対策(避難者名簿の早期作成､避難長期化対策(感染症予防、ストレス対策

等）、学校再開に向けた避難者の移動・集約、車避難者の解消等） 

・道路の啓開と倒壊家屋の公的処理 

・上下水道の復旧  
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（参考３） 

１ 地震の概要（気象庁調べ。最大震度６強以上・マグニチュード6.5以上の地震） 

○発生日時   平成28年4月14日（木）21時26分頃 

・震源地   熊本県熊本地方（北緯32.7度、東経130.8度） 

・震源の深さ 約11ｋｍ（暫定値） 

・規 模   マグニチュード6.5（推定値） 

・各地の震度（震度６強以上） 

  震度７  熊本県：益城町 
 
○発生日時   平成28年4月16日（土） 1時25分頃 

・震源地   熊本県熊本地方（北緯32.5度、東経130.1度） 

・震源の深さ 約12ｋｍ（暫定値） 

・規 模   マグニチュード7.3（暫定値） 

・各地の震度（震度６強以上） 

   震度７   熊本県：益城町、西原村 

   震度６強  熊本県：南阿蘇村、熊本市中央区、熊本市東区、熊本市西区、 

             菊池市、宇城市、合志市、大津町、宇土市、嘉島町 

 

２ 被害の状況 

区 分 
人的被害(人) 建物被害(棟) 避難者

数(人) 
時 点 

死者 重傷 軽傷 行方不明 全壊 半壊 

熊本県 66 341 
 

1,249 
 

1 65,856 
(一部損壊を含む住

家被害：調査中) 

14,770 5/8 9:00 

福岡県  1 17   1   

佐賀県  4 9      

大分県  4 22   3 59  

宮崎県  3 5   2   

※熊本県：第48報 

※その他：総務省消防庁調べ（5月6日7:30） 

 

３ 支援中の市町の被害状況 

区 分 
人的被害(人) 建物被害(棟) 避難者

数(人) 
時 点 

死者 重傷 軽傷 行方不明 全壊 半壊 

益城町 21 6 3  1,026 4,374 

(一部損壊を含む

住家被害：調査中) 

4,514 5/8 9:00 

大津町  3 9  29 144 118 〃 

菊陽町  2 15  13 185 181 〃 

熊本市 14 254 943  30,572 

(一部損壊を含む住

家被害：調査中) 

5,263 〃 

※熊本県（第48報）より 

 

 

［問い合わせ先］ 
○ 関西広域連合広域防災局広域企画課 

（兵庫県企画県民部防災企画局広域企画室） 
ＴＥＬ ０７８－３６２－９８１５ 

○ 兵庫県防災企画局復興支援課 
ＴＥＬ ０７８－３６２－４３３６ 



 

 

 

 

阪神・淡路大震災の被災地から 

熊本地震災害の被災者に温かい支援を！  
 兵庫県と兵庫県議会、地方４団体が中心となり、民間団体の協力を得て「平成２８年熊本地震

災害兵庫県義援金募集委員会」を設立し、被災者支援のための義援金の募集を行っています。 

 阪神・淡路大震災では、国内外から多くの支援をいただき、互いに助け合うことの大切さを学

びました。この教訓を生かし、大規模災害を経験した被災地として、温かい支援を行いましょう。 

 

募集期間 平成２８年６月３０日（木）まで 

募集方法 下記金融機関（口座名義・番号は裏面記載）へ振込み 
 

三井住友銀行、ＪＡバンク兵庫、みなと銀行、但馬銀行、ゆうちょ銀行 

 

用  途 募集委員会で検討を行い、熊本地震の被災者支

援に充てます。 

税法上の取扱い この義援金は、｢ふるさと納税（地方自治体への寄附

金）｣に該当し、個人の方の寄附金は寄附金控除（所

得税）及び寄附金税額控除（個人住民税）、法人の方

の寄附金は全額損金算入の対象となります。 
※ 個人の方は、2,000 円を超える寄附金額について、適用されます。 

※ ATM または銀行窓口で発行される控え（振込み票）の原本について

は、寄附金控除等を受ける際の領収書として扱われますので大切に

保管してください。 

※ 災害支援を目的とした緊急支援のため、返礼品の贈呈はございませ

ん。あらかじめご了承願います。 

構 成 団 体  
兵庫県、兵庫県議会、兵庫県市長会、兵庫県市議会議長会、兵庫県町村会、兵庫県町議

会議長会、兵庫県社会福祉協議会、神戸新聞厚生事業団、兵庫県商工会議所連合会、兵

庫県商工会連合会、株式会社ラジオ関西、株式会社サンテレビジョン（順不同） 
 

お 問 い 合 せ 先  
平成２８年熊本地震災害兵庫県義援金募集委員会事務局 

（兵庫県企画県民部防災企画局防災企画課内） 

TEL 078-341-7711(内線 5352・5386) FAX  078-362-9914 

 熊本地震災害義援金募集！
｢ふるさと納税｣ 

(寄附金控除)の対象 



義援金募集用口座一覧 

 

金融機関名 口座番号・口座名義 

三井住友銀行 

神戸公務部 

(三井住友銀行本支店

ATM のみ振込手数料 

無料) ※注 1 

口座

番号 
（普通）３０５２７５５ 

口座

名義 
平成２８年熊本地震災害兵庫県義援金 

兵庫県信用農業 

協同組合連合会 

（ＪＡ兵庫信連） 

本店 

（窓口のみ振込手数料

無料（兵庫県内 JA・JA

兵庫信連） 

口座

番号 
（普通）００１４２０８ 

口座

名義 
平成２８年熊本地震災害兵庫県義援金 

みなと銀行 

本店営業部 

(みなと銀行本支店 

窓口、ATM (※注１)、 

みなとﾀﾞｲﾚｸﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

【募金等払込】ﾒﾆｭｰ選択

の場合に限り、 

振込手数料無料） 

口座

番号 
（普通）１９２９４４３ 

口座

名義 
平成２８年熊本地震災害兵庫県義援金 

但馬銀行 

神戸支店 

（但馬銀行本支店 

窓口のみ振込 

  手数料無料） 

口座

番号 
（普通）９８３１６８１ 

口座

名義 
平成２８年熊本地震災害兵庫県義援金 

ゆうちょ銀行 

（振込手数料必要） 

      ※注２ 

口座

番号 
００９４０－９－３３２２９３ 

口座

名義 
平成２８年熊本地震災害兵庫県義援金 

※注１ 現金による振込含む。但し、平日 8時 45 分～18時以外は、ATM の手数料が必要。 

※注２ ゆうちょ銀行は、５月 10日(火)から開設します。  


